
第84期 中間報告書
2 0 2 4 年 4 月 1 日 ▶ ▶ 2 0 2 4 年 9 月 3 0 日

証券コード：5986本報告書は、環境保全のため、
植物油インクで印刷しています。

見やすく読みまちがえにくいユニ
バーサルデザインフォントを採用し
ています。

●株主メモ
事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
期 末 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日 毎年３月31日

定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL 0120-094-777（通話料無料）

〔受付時間9：00～17：00（土、日、祝祭日、年末年始を除く）〕
ホームページ https://www.tr.mufg.jp/daikou/

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 方 法 電子公告により行います。

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により
公告いたします。

（ご注意）
１.　 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管

理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくだ
さい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いができませんのでご注意ください。

２.　 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.　 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払いいたします。

当社HPにおきましても最新のトピックスをはじめ、
様々な情報をご案内しております。

IR情報メール配信サービス

ホームページのご案内

https://www.molitec.co.jp/

Eメールアドレスをご登録頂いた皆様に
最新の当社IR情報をEメールでお知らせ
いたします。ご希望の方は、「IR情報」
からご登録ください。
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株主の皆様へ株主の皆様へ

営業の概況営業の概況

連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlightトップメッセージ Top Message

株主の皆様には、平素は格別のご支援を賜り厚くお礼申しあげます。
さて、当社第84期中間連結会計期間（2024年4月1日から2024年9月30

日まで）の営業の概況をご報告申しあげます。

2024年12月

取締役社長　門　高司
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営 業 の 経 過 及 び 成 果

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化が進み、景気は緩やかに回復の動きが見られるものの、中東情
勢の緊迫化、原材料・エネルギー価格の高騰や急激な円安の進行等により、景気の見通しは依然として先行き不透明な状況で推移いた
しました。

このような状況の下、国内市場におきましては、部品供給不足の影響が少なくなり回復傾向にあるものの、未だ回復途上にあるこ
とや、鉄鋼メーカーのリードタイム長期化など、当社グループを取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いております。また、海外
市場におきましても、特に中国関連事業が急速なEVシフトや価格競争の激化、新排ガス規制に対応した生産調整等により業績に大き
な影響を与えております。加えて、鋼材価格や労務費その他諸費用上昇分の価格転嫁も途上で収益が圧迫されておりますが、製造経費
や販管費などのコスト削減に全社一丸となって取り組んで参りました。

この結果、当中間連結会計期間の売上高は250億6千7百万円と前年同期比1.1％減少しましたが、営業利益につきましては5千7百
万円と前年同期比8.3％増加いたしました。

経常利益は5千4百万円と前年同期比67.8％減少、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては8千7百万円と前年同期比40.7
％の増加となりました。

セグメント別の売上高、営業利益につきましては、特殊帯鋼、普通鋼等を販売しております商事部門では、主力顧客の自動車向け
や家電需要の調整が続き、半導体需要も回復が緩やかであること等により、売上高は178億9千7百万円と前年同期比4.9％減少し、セ
グメント利益（営業利益)は1億3千2百万円と前年同期比63.1％の減少となりました。

焼入鋼帯、鈑金加工品を製造販売しております焼入鋼帯部門、鈑金加工品部門では、焼入鋼帯部門につきましては、輸出を中心と
した自動車関連部品や刃物の在庫調整もあり、売上高は6億9千万円と前年同期比15.7％減少し、セグメント利益（営業利益）は原材
料価格の高騰により3千9百万円と前年同期比58.4％の減少となりました。鈑金加工品部門につきましては、主力販売先である自動車
業界向けの売上高が増加したことや経費抑制に努めたこと等により、売上高は36億7千9百万円と前年同期比3.2％増加し、セグメン
ト利益（営業利益）は3億4千3百万円と前年同期比67.9％の増加となりました。

また、海外事業につきましては、一部地域での新規受注部品の生産開始などにより売上高は27億9千9百万円と前年同期比30.8％増
加しましたが、中国関連事業の落ち込みや初期流動品の製造原価の増加等により、5百万円のセグメント損失（営業損失）（前中間連
結会計期間は2億8千4百万円の損失）となりました。
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部門別売 上高構成比

71.4％

14.7
％

11.2％

2.7
％

部門別の概況 Segment Information

区　　分　 売上高（百万円）

商事部門 17,897

鈑金加工品部門 3,679

海外事業 2,799

焼入鋼帯部門 690

合　　計 25,067

売上高 690百万円

売上高 17,897百万円

3 4

　当社取扱商品は自動車部品、家電
関係、半導体製造装置をはじめ、 
多様な用途に使用されています。

鋼材スリット加工

みがき特殊帯鋼 ステンレス鋼帯

焼入鋼帯部門

取扱製品
・焼入鋼帯　　・ベーナイト鋼帯

商事部門

取扱商品
・みがき特殊帯鋼　・熱間圧延鋼帯　・みがき帯鋼　・冷間圧延鋼帯
・ステンレス鋼帯　・ばね用ステンレス鋼帯　・表面処理鋼板　・普通鋼

焼入鋼帯 ゼンマイ（用途例）

家電部品 コードリール

農業機械部品 オーガ

自動車部品 CVT部品

鈑金加工品部門

取扱製品
・自動車用機能部品　　・家電用精密部品　　・農業機械用モジュール部品
・ゼンマイ製品　　・コードリール　　・金型　　・各種アッセンブリ製品

売上高 3,679百万円

海外事業
売上高 2,799百万円



Consolidated Financial Statements中間連結財務諸表

中間連結貸借対照表

科　　　目 前連結会計年度
（2024年3月31日現在）

当中間連結会計期間
（2024年9月30日現在）

資産の部

流動資産 26,467,707 26,270,220

固定資産 10,758,120 10,268,501

有形固定資産 6,931,287 6,856,706

無形固定資産 317,722 283,097

投資その他の資産 3,509,109 3,128,697

資産合計 37,225,828 36,538,721

負債の部

流動負債 19,499,245 19,060,260

固定負債 3,548,690 3,214,923

負債合計 23,047,935 22,275,184

純資産の部  

株主資本 11,866,933 11,865,142

資本金 1,848,846 1,848,846

資本剰余金 1,476,446 1,476,446

利益剰余金 8,582,772 8,581,038

自己株式 △ 41,131 △ 41,188

その他の包括利益累計額 2,239,806 2,329,234

その他有価証券評価差額金 1,283,534 1,146,058

為替換算調整勘定 925,183 1,156,486

退職給付に係る調整累計額 31,088 26,688

非支配株主持分 71,152 69,161

純資産合計 14,177,892 14,263,537

負債純資産合計 37,225,828 36,538,721

（単位：千円）　　　　資産合計
当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会
計年度末より6億8千7百万円減少し、365億3千8
百万円となりました。

　　　　純資産合計
純資産の残高は、主に為替換算調整勘定の増加によ
り142億6千3百万円（前連結会計年度末比8千5百万
円増加）となりました。

Point①

Point①

Point②

Point②

中間連結損益計算書
（単位：千円） （単位：千円）

科　　　目
前中間連結会計期間

自 2023年4月 1 日
至 2023年9月30日

当中間連結会計期間
自 2024年4月 1 日
至 2024年9月30日

売上高 25,354,261 25,067,362

売上原価 23,199,354 22,819,510

売上総利益 2,154,906 2,247,852

販売費及び一般管理費 2,101,607 2,190,155

営業利益 53,299 57,696

営業外収益 188,395 145,465

営業外費用 71,262 148,322

経常利益 170,432 54,840

特別利益 12,931 156,207

特別損失 8,410 353

税金等調整前中間純利益 174,952 210,694

法人税等 110,918 122,640

中間純利益 64,033 88,053

非支配株主に帰属する中間純利益 1,588 169

親会社株主に帰属する中間純利益 62,444 87,884

(� ) (� )

中間連結キャッシュ・フロー計算書

科　　　目
前中間連結会計期間

自 2023年4月 1 日
至 2023年9月30日

当中間連結会計期間
自 2024年4月 1 日
至 2024年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 491,673 △ 1,152,930

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 282,337 136,170

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,198,768 666,203

現金及び現金同等物に係る換算差額 24,238 190,470

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,432,342 △ 160,085

現金及び現金同等物の期首残高 4,775,040 5,639,336

非連結子会社との合併に伴う
現金及び現金同等物の増加額 22,854 －

現金及び現金同等物の中間期末残高 6,230,236 5,479,250

(� ) (� )

　　　　営業活動によるキャッシュ・フロー
当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、
税金等調整前中間純利益を2億1千万円、非資金項目である減価償却
費を3億6千5百万円計上したほか、売上債権の減少13億5百万円、仕
入債務の減少12億5千4百万円、法人税等の支払い6千1百万円、棚卸
資産の増加11億1千2百万円等により、11億5千2百万円の資金減少

（前中間連結会計期間は4億9千1百万円の資金増加）となりました。

Point③

Point③

　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー
当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、
固定資産の取得による支出3億円、固定資産の売却による収入2億5
千万円等により、1億3千6百万円の資金増加（前中間連結会計期間は
2億8千2百万円の資金減少）となりました。

Point④

Point④

　　　　財務活動によるキャッシュ・フロー
当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、
短期借入れによる収入9億円等により、6億6千6百万円の資金増加（前
中間連結会計期間は11億9千8百万円の資金増加）となりました。

Point⑤

Point⑤
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Environment Activities

　2024年度上期の生産原単位は、前年度対比1.8％減少の0.703
（t-CO2/t）に、改善しております。
　2024年度上期は、総電力消費量の6.4％に相当する377MWhを再生
可能エネルギー（太陽光発電電力）で賄うことができました。これにより
製造部門CO２排出量は173（t-CO2）が削減できました。
　今後も引き続き、省エネルギー活動に努め、CO2排出量削減に向けて
取り組んでまいります。

3　　製造部門におけるCO2排出量

・CO2排出量の算出には、各年度環境省公表の排出係数（調整後）を使用

CO2 排出量（左軸）
生産原単位（右軸）

過去6年間の製造部門CO2排出量と
生産原単位推移

5,000
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4,000

3,000

2,000

1.0007,000
ｔ-CO2 ｔ-CO2/ｔ

0.800

0.600

0.4002022年度 2023年度2019年度2018年度 2020年度

6,600
原単位（ｔ-CO2/ｔ）

2021年度

4,9355,076
4,805

5,343
5,879

2024年度
上期

2,7250.555

0.716

0.629

0.664

0.508

0.602

0.703

ISO14001（環境マネジメントシステム国際規格）認証取得
三重大山田工場　　取　得　日：2002年5月10日	
宇都宮工場　　　　取　得　日：2004年6月25日
本社・営業部門　　取　得　日：2006年4月28日

2　　環境へ配慮した製品

ジュタワン・モリテック（タイランド）株式会社
　　　　　　　　　取　得　日：2007年1月16日

　当社グループは環境保全への取組みを経営上の重点課題の一つと位置づけ、環境負荷の低減に努めるとともに、環境保全に配慮した製品を
提供すること（研究開発、工程設計、原材料調達、製品製造、物流運搬及び廃棄処理等の各過程において省エネルギー、リサイクル等への配
慮）、また法令順守はもとより、環境教育の強化を図ることによって持続可能な社会の構築に貢献してまいります。

1　　環境に対する取組みと考え方

室内物干し器
「ルームハンガー」
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■ 三重大山田工場
再生可能エネルギー発電消費量比率購入電力消費量 太陽光発電消費量
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■ ジュタワン・モリテック（タイランド）株式会社
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再生可能エネルギー発電消費量比率購入電力消費量 太陽光発電消費量
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上期

第1期運用
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159
26.7

438

電力消費量に対する再生可能エネルギー発電量割合

4　　製造部門における産業廃棄物排出量
産業廃棄物の適正処理
　2024年度上期の産業廃棄物排出量は、前年度（半期換算）と比較し
た場合、13%削減しております。これは、梱包材のリサイクル化により、
廃プラスチックを削減したためです。
　今後も廃棄物の種類や処理方法に応じた分別管理や梱包材等のリサイ
クル及び有害廃棄物の把握・管理を徹底し、産業廃棄物排出量の削減に
努めてまいります。

三重大山田工場 ： 第一期（212ｋW）導入2015年6月 運用開始
第二期（400ｋW）導入2018年7月 運用開始
第三期（300ｋW）導入2022年1月 運用開始

ジュタワン・モリテック（タイランド）株式会社 ： 2020年2月運用開始

再生可能エネルギーの導入及び使用状況
　国内においては三重大山田工場、海外においてはジュタワン・モリテック（タイランド）株式会社にて太陽光発電設備
を導入し、事業活動に使用する電力の一部を再生可能エネルギーで充てています。

環境への取組み

EV/PHEV用 6kW普通充電器

産業用普通充電器MEVS-100と拡張ゲートウェイMEVG-01を新たにリリースしました。現在、お取引先企業様に設置いただいております。
※ゲートウェイを追加してクラウドサーバに接続することで、認証や予約などの充電サービスと連携させることが可能です。

「壁掛けタイプ
MEVS-05」

「自動巻き取りタイプ
MEVS-06」

「産業用普通充電器 
MEVS-100」

「拡張ゲートウェイ
MEVG-01」※
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■ 株式の状況

■ 株価推移表

0

600
株価（円）

0

15,000
出来高（千株）

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月
2024年2023年

6月 7月 8月 9月

10,000

5,000

400

200

株主数構成比

個人・その他
8,053名
98.2％

合　計
8,201名

その他
国内法人
62名
0.75％

外国法人等
44名
0.54％

金融機関
14名
0.17％

自己名義
1名
0.01％

金融商品取引業者
27名
0.33％

株式数構成比

個人・その他
12,816,646株
56.82％

金融機関
5,078,780株
22.51％

金融商品取引業者
845,648株
3.75％

その他
国内法人
3,367,708株
14.93％

外国法人等
295,600株
1.31％

自己名義
153,681株
0.68％

合　計
22,558,063株
合　計

22,558,063株

■ 大株主の状況

（注）�持株⽐率は⾃⼰株式（153,681株）を控除して計算しております。

株主名 持株数 持株比率
千株 ％

日本製鉄株式会社 2,244 10.02
日本生命保険相互会社 1,270 5.67
株式会社三菱UFJ銀行 970 4.33
株式会社関西みらい銀行 960 4.29
大同生命保険株式会社 600 2.68
森　浩之 513 2.29
日本マスタートラスト信託銀行（信託口） 498 2.22
第一生命保険株式会社 450 2.01
森　泰之 424 1.89
森　剛之 368 1.64

■ 主要な営業所及び工場
国内拠点

本社　大阪市
販売拠点　�北海道営業所、東北営業所、東京支店、名古屋支店、

本社営業部、海外事業部、広島営業所、製品営業部
生産拠点　宇都宮工場、三重大山田工場
開発拠点　けいはんなＲ＆Ｄセンター
海外拠点　インド駐在員事務所
国内子会社

日輪鋼業株式会社
中川産業株式会社
株式会社サンド
海外子会社

ジュタワン・モリテック（タイランド）株式会社
モリテックスチールインドネシア株式会社
モリテックスチールメキシコ株式会社
上海摩立特克鋼鉄商貿有限公司
モリテックスチール（ベトナム）会社

■ 株式の状況
発⾏可能株式総数� 50,000,000株
発⾏済株式の総数� 22,404,382株 
� （⾃⼰株式153,681株を除く。）
単元株式数� 100株
株主数� 8,201名

■ 会社概要
商　号　　モリテックスチール株式会社
創　業　　1943年5月
設　立　　1950年11月
資本金　　18億4,884万円
従業員　　695名(連結)

■ 役員
取 締 役 社 長

（代表取締役） 門　　高司
常 務 取 締 役
執 行 役 員 谷口　正典
取 締 役
上席執行役員 岩崎　泰治
取 締 役
上席執行役員 大川　良太
取 締 役
上席執行役員 田中　正三

取 締 役
監 査 等 委 員 内山　良成
取締役（社外）
監 査 等 委 員 阪口　　誠
取締役（社外）
監 査 等 委 員 藤谷　和憲
取締役（社外）
監 査 等 委 員 谷野砂矢香

普通充電器の路上設置
　国道1号線（南森町）・
国道2号線（梅田・福島）
計5か所に当社のMEVS-06
普通充電器が路上設置され
てEVカーシェア用の充電
に使われております。

トピックス

会社情報／株式情報（2024年9月30日現在） Corporate Data / Stock Information

その他、当社最新のお知らせは当社ホームページ【新着情報】をご覧ください。
https://www.molitec.co.jp/news/
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